


　
４
月
末
の
選
挙
を
終
え
、
新
体
制
の

６
月
議
会
で
肉
付
け
予
算
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
町
の
基
本
的
な
仕
事
に
使

わ
れ
る
「
一
般
会
計
」
の
予
算
総
額
は
、

５
８
億
２，
７
２
７
万
円
で
す
。
ゴ
ミ

処
理
経
費
の
増
加
や
防
災
行
政
無
線
の

整
備
の
た
め
、
前
年
度
の
予
算
よ
り
２

億
７，
３
５
４
万
円
（
4
・
9
％
）
の

増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
お
金
は
、
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
で
す
。

当
然
そ
の
お
金
は
無
駄
な
く
大
切
に
使

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

◆
歳
入

　「
厳
し
い
収
入
状
況
」

　
歳
入
は
、
今
年
度
町
に
入
っ
て
く
る

お
金
の
こ
と
で
す
。（
図
１
）

　
「
町
税
」
や
「
繰
入
金
」
な
ど
、
遠

賀
町
が
自
前
で
調
達
で
き
る
お
金
を
『
自

主
財
源
』
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や

借
金
な
ど
を
『
依
存
財
源
』
と
い
い
ま

す
。

　
収
入
の
基
に
な
る
町
税
は
、
国
か
ら

の
税
源
移
譲
や
減
税
の
廃
止
の
た
め
、

２
億
５，
４
０
４
万
円
（
14
・
６
％
）

の
大
幅
な
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
伴
い
所
得
譲
与
税
、

地
方
特
例
交
付
金
な
ど
の
廃
止
の
た
め
、

２
億
１
８
０
万
円
の
収
入
が
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

前
年
度
か
ら
５，
２
３
５
万
円
（
４
・

２
％
）
の
減
額
で
見
込
む
な
ど
国
か
ら

の
収
入
は
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
歳
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
な
か
、

扶
助
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
支
出

は
、
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
財

源
不
足
を
補
う
た
め
、
基
金
か
ら
の
繰

入
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
５，
１
７
７

万
円
増
の
８
億
８，
８
７
９
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
歳
出
の
削
減
と
同
時

に
未
利
用
地
の
処
分
・
貸
付
、
企
業
誘

致
、
滞
納
税
な
ど
の
徴
収
強
化
に
よ
る

収
入
の
確
保
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

◆
支
出

　「
増
え
続
け
る
義
務
的
支
出
」

　
支
出
は
今
年
度
、
町
が
使
う
お
金
の

こ
と
で
す
。（
図
２
・
３
）

　
図
２
は
使
う
お
金
の
内
訳
で
す
。
職

員
の
給
料
や
借
金
の
返
済
な
ど
、
必
ず

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
義
務
的

経
費
』
や
、
ま
ち
づ
く
り
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
『
投
資
的
経
費
』
が
あ
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
補
助
費
が
前
年
度
に
比

べ
１
億
８
９
４
万
円
（
10
・
３
％
）
と

大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
岡
垣

清
掃
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
に
伴
う
、
広
域
行

政
事
務
組
合
へ
の
ゴ
ミ
処
理
負
担
金
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
19
年
度
　
遠
賀
町
の
予
算



　
ま
た
、
借
り
た
お
金
の
返
済
に
充
て

る
公
債
費
が
、
前
年
度
か
ら
７，
６
１

８
万
円
（
15
・
６
％
）
の
増
額
、
児
童

手
当
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
扶
助
費
が

前
年
度
か
ら
５，
６
６
５
万
円
（
８
・

９
％
）
の
増
額
と
義
務
的
支
出
が
増
加

し
柔
軟
な
財
政
運
営
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
図
３
は
、
使
う
お
金
を
目
的
別
に
分

け
た
も
の
で
す
。
今
年
度
も
昨
年
度
と

同
様
に
、
民
生
費
が
突
出
し
た
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

●
民
生
費

　
障
害
者
・
児
童
福
祉
・
医
療
費
な
ど

の
経
費
の
増
の
た
め
、
前
年
度
か
ら
１

億
５
４
万
円
（
６
・
７
％
）
の
増
額

●
土
木
費

　
街
路
事
業
費
や
道
路
新
設
改
良
費
な

ど
の
減
の
た
め
、
前
年
度
か
ら
７，
２

３
７
万
円
（
６
・
２
％
）
の
減
額

●
総
務
費

　
特
別
職
を
含
む
退
職
手
当
支
出
の
た

め
、
前
年
度
か
ら
７，
５
７
３
万
円（
11

・
６
％
）
の
増
額

●
衛
生
費

　
ゴ
ミ
処
理
負
担
金
の
た
め
、
前
年
度

か
ら
１
億
１，
２
８
７
万
円（
23
・
８
％
）

の
増
額

●
教
育
費

　
２
中
学
校
の
改
修
工
事
費
の
減
な
ど

の
た
め
、
前
年
度
か
ら
１
億
９
０
６
万

円
（
15
・
９
％
）
の
減
額

●
消
防
費

　
防
災
行
政
無
線
整
備
の
た
め
、
前
年

度
か
ら
８，
８
９
３
万
円
（
34
・
４
％
）

の
増
額



◆
町
債
と
基
金

　
図
４
は
、
町
債
と
基
金
の
年
度
末
残

高
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
簡
単
に
い
う
と
町
債
は
町
の
借
金
、

基
金
は
町
の
貯
金
の
こ
と
で
す
。
グ
ラ

フ
か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
町
債

は
年
々
増
え
て
お
り
、
基
金
は
減
少
し

続
け
て
い
ま
す
。

　
臨
時
的
に
多
額
の
出
費
が
必
要
な
場

合
や
、
将
来
の
住
民
に
も
経
費
を
分
担

し
て
も
ら
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
場
合
、

そ
の
資
金
調
達
の
た
め
に
町
債
を
起
こ

し
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
平
成
13
年
か
ら
、
財
源
不
足

を
補
う
た
め
に
国
か
ら
地
方
交
付
税
と

し
て
受
け
取
っ
て
い
た
額
の
一
部
が
、

交
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
に
、
町
債
で
そ
の
額
を
補
わ
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
り
、
町
債
の
増
加
に

拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

　
今
後
数
年
間
は
、
現
水
準
で
推
移
す

る
見
込
み
で
す
が
、
後
年
度
の
負
担
を

十
分
考
慮
し
抑
制
減
少
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
取

り
崩
し
を
行
っ
て
き
た
基
金
に
つ
い
て

も
、
19
年
度
末
に
は
30
億
円
を
下
回
る

見
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

☆豊かな感性を育む　生涯学習の推進
●尾崎地区学習等供用施設の改修

　　　１，４５８万円　（国・県の補助　７９万円）

●給食センター調理場設備更新

　　　１，３５２万円　（国・県の補助なし）

●小・中学校英語指導助手派遣

　　　　　４５４万円　（国・県の補助なし）

●小・中学校ビジネスホン新設

　　　　　２６７万円　（国・県の補助なし）

●パソコン教室のパソコン更新

　　　　　１９９万円　（国・県の補助なし）

●「スポレクおんが」の実施

　　　　　　８０万円　（国・県の補助なし）

●「観月コンサート」の実施

　　　　　　３２万円　（国・県の補助なし）

☆安全と快適性をもたらす
　　　　　　　　　　生活環境の整備
●流域・流域関連公共下水道事業

　４億７，９３６万円　（国・県の補助　１億６，０００万円）

●新町南公園整備事業

　１億６，４２７万円　（国・県の補助　２，１００万円）

●防災行政無線整備

　１億　　２４２万円　（国・県の補助なし）

●道路・水路の維持補修

　　　４，５００万円　（国・県の補助なし）

●団地下水道の改修（東和苑 他）

　　　２，７５０万円　（国・県の補助なし）

●都市公園の維持補修

　　　１，２５０万円　（国・県の補助なし）

●小型合併浄化槽の設置補助

　　　　　８４４万円　（国・県の補助　３７０万円）

●交通安全施設の設置整備

　　　　　８００万円　（国・県の補助　３２０万円）

●町営住宅の改修維持

　　　　　６８２万円　（国・県の補助　２５０万円）

☆遠賀町の将来計画
●地域防災計画の策定

　　　　　５９５万円　（国・県の補助なし）

●用途地域見直し

　　　　　２００万円　（国・県の補助なし）

図４　町債・基金の年度末残高

※平成19年度は、見込みの金額です。

年度

町債

基金

平成14年度

4,331
5,931

平成15年度

4,979
5,565

平成16年度

5,337
4,776

平成17年度

5,732
4,207

平成18年度

5,905
3,828

平成19年度

（百万円）

（百万円）

町債残高

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
（見込）

基金残高

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

6,022
2,941



◆
特
別
会
計

　
　
町
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ

か
に
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
処
理

す
る
会
計
で
、
老
人
保
健
や
国
民
健
康

保
険
、
下
水
道
の
会
計
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
今
年
度
の
内
容
は
、
左
記
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

☆自然を活用した　都市基盤の整備
●老良・上別府線（川東）整備

　１億７，０９３万円　（国・県の補助　８，５２５万円）

●駅南線整備

　１億２，８４７万円　（国・県の補助　５，２００万円）

●特定防衛施設周辺整備（舗装・側溝の補修）

　　　４，６００万円　（国・県の補助　２，３００万円）

●老良・上別府線（川西）整備

　　　３，６５３万円　（国・県の補助なし）

●景観整備（県道浜口・遠賀線）

　　　２，０００万円　（国・県の補助なし）

●宮田・遠賀線改築事業

　　　１，５２５万円　（国・県の補助なし）

●別府・上別府線（花園）整備

　　　　　８００万円　（国・県の補助なし）

☆安心して、はつらつと生活できる
　福祉のまちづくり
●病後児保育施設整備補助

　　　１，６５２万円　（国・県の補助　６３８万円）

●乳幼児等医療費の助成（町単独制度拡充分）

　　　１，０８１万円　（国・県の補助なし）

●ふれあいの里センター改修

　　　　　２３６万円　（国・県の補助なし）

●「健康ふくしまつり」の実施

　　　　　１０５万円　（国・県の補助なし）

●「65歳のための健康教室（仮称）」の実施

　　　　　　４２万円　（国・県の補助なし）

☆暮らしと調和した　産業の振興
●老朽化した溜池の整備（土取・風呂ケ谷）

　　　２，７０９万円　（国・県の補助なし）

●ファームガーデニング事業補助

　　　　　６８０万円　（国・県の補助なし）

●「夏まつり盆踊り大会」の実施

　　　　　５７５万円　（国・県の補助なし）

●水稲等優良品種種子補助

　　　　　５５４万円　（国・県の補助なし）

●「おんが春まつり」の実施

　　　　　５０６万円　（国・県の補助　３７９万円）

●商工会館大規模改修補助

　　　　　４７５万円　（国・県の補助なし）

●競争力ある土地利用型農業育成補助

　　　　　３９５万円　（国・県の補助　２６３万円）

●農地・水・農村環境保全向上活動支援事業

　　　　　２１５万円　（国・県の補助なし）

☆開かれたまちづくり
●国際理解教育（国際交流中学生派遣・受入）

　　　　　５７４万円　（国・県の補助なし）

●事務事業評価制度導入

　　　　　３６８万円　（国・県の補助なし）

●地域下水道事業　　　　　　　９，８３３万円

　（一般会計からの繰入金　なし）

　主に団地などの生活環境向上を目的に町の下

　水道を整備するための会計です。

●農業集落排水事業　　　　　　６，９６４万円

　（一般会計からの繰入金　　　４，２４０万円）

　農業集落の生活環境向上を目的に町の下水道

　を整備するための会計です。

●遠賀霊園事業　　　　　　　　５，５４６万円

　（一般会計からの繰入金　なし）

　遠賀霊園を管理、運営していくための会計です。

●住宅新築資金等貸付事業　　　１，３４８万円

　（一般会計からの繰入金　なし）

　同和地区の環境改善のために町が国などから

　借り入れた資金を返済するための会計です。

●土地取得　　　　　　　　　　　　　 ８万円

　（一般会計からの繰入金　　　　　　　５万円）

　公共の利益のために取得する必要がある土地

　をあらかじめ取得するための会計です。

●国民健康保険事業　　　２１億２，８６６万円

　（一般会計からの繰入金　１億６，６１４万円）

　自営業の人や退職者の医療を給付する会計です。

●老人保健　　　　　　　１９億９，８０１万円

　（一般会計からの繰入金　１億７，０５７万円）

　75歳以上の高齢者などの医療費をまかなうた

　めの会計です。

●公共下水道事業　　　　　６億４，１１３万円

　（一般会計からの繰入金　１億７，０３９万円）

　生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に町

　の下水道を整備するための会計です。

●学校給食事業　　　　　　１億５，４５３万円

　（一般会計からの繰入金　　　８，６５４万円）

　学校給食を運営

　するための会計

　です。



【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

　
　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、新
し
い「
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
国
民

　
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険（
健
康
保
険
や

　
共
済
保
険
な
ど
）の
資
格
を
持
ち
、「
老
人

　
保
健
制
度
」で
医
療
を
受
け
て
い
た
人
は
、

　
独
立
し
た
新
し
い「
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
」に
加
入（
移
行
）し
て
医
療
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、国
民
健

　
康
保
険
や
被
用
者
保
険
の
資
格
は
な
く

　
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
な

　
か
、現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
と

　
給
付
を
明
確
化
し
、75
歳
以
上
の
後
期
高

　
齢
者
の
心
身
の
特
性
や
生
活
実
態
な
ど

　
を
踏
ま
え
、高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
公

　
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
と
し
て
創
設

　
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
広
域
連
合
】

　
　
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
は
市
町

　
村
が
主
体
で
し
た
が
、高
齢
化
の
進
展
で

　
老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、保
険
財

　
政
の
安
定
化
を
図
る
側
面
か
ら
、広
域
化

　
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
そ
こ
で
、都
道
府
県
単
位
で
全
市
町
村

　
が
加
入
す
る「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
」（
以
下「
広
域
連
合｣)

が
設
立
さ
れ
、「
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
」の
運
営
を
担
う
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
福
岡
県
で
は
、平
成
19
年
３
月
30
日
に

　
設
立
し
、江
藤
守
國
さ
ん（
久
留
米
市
長
）

　
が
広
域
連
合
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

【
広
域
連
合
と
市
町
村
の
役
割
】

　
　
広
域
連
合
は
、保
険
料
の
決
定
や
財
政

　
運
営
、医
療
を
受
け
た
と
き
の
給
付
な
ど
、

　「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」の
運
営
主
体

　
に
な
り
ま
す
。

　
　
市
町
村
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

　
の
事
務
の
う
ち
、保
険
料
の
徴
収
、被
保

　
険
者
か
ら
の
申
請
や
届
出
の
受
付
、保
険

　
証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行
い

　
ま
す
。（
図
１
）

【
新
し
い
制
度
の
主
な
内
容
】

◆
対
象

　
県
内
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
次
の
項

　
目
に
該
当
す
る
人

　
①
75
歳
以
上
の
人（
75
歳
に
な
る
誕
生
日

　
　
当
日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
）

　
②
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
一
定

　
　
の
障
害
が
あ
る
人（
広
域
連
合
の
認
定

　
　
を
受
け
た
日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
）

　
③
県
外
に
住
ん
で
い
る
人
で
、①
②
に
該

●被保険者の資格の管理に関する事務
　▽被保険者の資格管理に関する申請・届出の受付
　▽被保険者証、資格証明書の引渡し
●保険料の徴収に関する事務
　▽保険料の徴収
　▽保険料の減免申請の受付
●医療給付に関する事務
　▽医療給付、一部負担金に関する申請・届出の受付

●被保険者の資格の管理に関する事務
　▽被保険者資格の認定や管理
　▽被保険者証、資格証明書の交付決定
●保険料の賦課に関する事務
　▽保険料率の決定
　▽保険料の賦課、減免などの決定
●医療給付に関する事務
　▽医療給付の支給、不支給の決定
　▽一部負担金の減免や減額の決定



　
　
当
す
る
人
が
県
内
の
市
町
村
に
転
入

　
　
し
て
き
た
と
き

※
現
在
、「
老
人
保
健
制
度
」で
医
療
を
受
け

　
て
い
る
人
は
、引
き
続
き
後
期
高
齢
者
医

　
療
制
度
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
証
に
つ
い
て

　
　
被
保
険
者
全
員
に
、「
後
期
高
齢
者
医

　
療
制
度
」独
自
の
保
険
証
が
、１
枚
ず
つ

　
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
医
療
を
受
け
る
と
き
の
一
部
負
担

　
　
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
、

　
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者
は
、
３
割
負
担
に
な

　
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
決
定

　
　
医
療
費
総
額
の
う
ち
、病
院
な
ど
で
支

　
払
う
一
部
負
担
金
を
除
い
た
額
の
約
１

　
割
に
相
当
す
る
額
が
、被
保
険
者
か
ら
の

　
保
険
料
に
な
り
ま
す
。保
険
料
は
原
則
と

　
し
て
県
内
同
一
基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
具
体
的
な
算
定
基
準
は
、決
定

　
次
第
、広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
負
担

　
　
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
徴
収（
天
引
）

　
さ
れ
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
保
険
料
の

　
負
担
が
な
か
っ
た
被
用
者
保
険
の
被
扶

　
養
者
の
人
も
保
険
料
を
納
付
し
て
も
ら

　
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
受
け
ら

　
れ
る
主
な
給
付

　
①
療
養
の
給
付
費（
入
院
お
よ
び
外
来
の

　
　
治
療
費
な
ど
）

　
②
入
院
時
食
事
療
養
費（
入
院
時
の
食
費
）

　
③
入
院
時
生
活
療
養
費（
療
養
病
床
入
院

　
　
時
の
食
費
・
居
住
費
）

　
④
高
額
療
養
費（
１
か
月
に
払
っ
た
自
己

　
　
負
担
が
限
度
額
を
超
え
た
際
の
給
付
費
）

　
⑤
訪
問
看
護
療
養
費（
訪
問
看
護
を
利
用

　
　
し
た
際
の
利
用
料
）

　
⑥
療
養
費（
装
具
の
購
入
費
な
ど
）

　
⑦
移
送
費（
緊
急
の
入
院
や
転
院
の
際
の

　
　
移
送
費
用
）

◆
高
額
介
護
合
算
療
養
費（
新
設
）

　
　
医
療
費
の
自
己
負
担
金
と
介
護
保
険

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
年
間
合
計
額
が
、

　
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
る
限
度
額
を

　
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

　
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

　
▽
国
保
年
金
係



　自己負担限度額は所得区分によって

異なりますので、国保年金係に「限度額

適用認定証」の交付を申請してください。

この「限度額認定証」を医療機関の窓口

に提示してもらうことで、窓口での支

払いが限度額までになります。

※国民健康保険税を滞納している世帯

の人は、この「限度額認定証」の交付対

象外になります。

　国民健康保険や老人医療で入院している人は、

申請することで入院中に負担する金額が、右表の

通り少なくなります。

※有効期間の開始は申請月の初日になりますので、

気をつけてください。

●対象

　▽国民健康保険の加入者

　　世帯の中で国民健康保険に加入している人と、

　　世帯主が非課税の世帯の人

　▽老人医療の受給者

　　世帯全員が非課税の人

●持ってくるもの

　▽印鑑

　▽健康保険証

　▽老人医療受給者証（老人医療の受給者のみ）

　▽領収証など入院日数が確認できるもの（入院

　　日数が90日を超える人のみ）

　▽１月２日以降に遠賀町に転入した人は、前に

　　住んでいた市町村が発行した非課税証明書

３回目まで

一　般

８０，１００円
＋

医療費が２６７，０００円を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

過去12か月で90日を超える入院

90日までの入院

一般の入院

住民税
非課税世帯

１食２６０円

１食２１０円

１食１６０円

１食１００円老齢福祉年金の受給者
または低所得者

１５０，０００円
＋

医療費が５００，０００円を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

３５，４００円

４４，４００円

８３，４００円

２４，６００円住民税非課税世帯

（注１）基礎控除後の総所得金額などが６７０万円を超える世帯

（注２）過去12か月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

上位所得者
（注１）

４回目以降（注２）

●申し込み・問い合わせ　国保年金係

　
こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
被
保
険
者
区
分（
短

時
間
労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者
と
短
時
間
被
保
険
者
）

を
な
く
し
、雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
を
一

本
化
し
ま
す
。

　
詳
し
い
条
件
な
ど
は
、直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
人

●
変
更
内
容

﹇
旧
要
件
﹈

　
必
要
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て

　
▽
短
時
間
労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者

　
　
６
か
月（
各
月
14
日
以
上
）

　
▽
短
時
間
労
働
被
保
険
者（
週
所
定
労
働
時
間
20
〜
30
時
間
）

　
　
12
か
月（
各
月
11
日
以
上
）

﹇
新
要
件
﹈

　
必
要
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て

　
週
所
定
労
働
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、12
か
月（
各
月

　
11
日
以
上
）

※
倒
産
・
解
雇
な
ど
で
離
職
し
た
人
は
、６
か
月（
各
月
11
日

　
以
上
）に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

　
　
☎
０
９
３（
６
２
２
）５
５
６
６

　
▽
福
岡
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　
　
☎
０
９
２（
４
３
４
）９
８
０
３

　
　h

ttp
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w
w
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k
u
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k
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o
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/



　軽快な太鼓の音があ

たりに響き渡ると島津

の山笠が始まる合図で

す。毎年、７月15日に

行われている島津の山

笠。今年は台風４号の

影響が心配されました

が、無事に行う事がで

きました。

　島津の山笠の最大の

見どころは、なんとい

っても細い路地でもス

ルスルと山車が通っていく様子です。山車の幅とほとんど一

緒の路地を曲がるときは、みんな心配そうに見守っていますが、

そこはやっぱり熟練された技術です。壁を傷つけることなく

見事に曲がって行きました。

　いつまでも、この職人芸を受け継いでもらいたいですね。

　見事な人形の飾り付

けが特徴の老良の山笠

が７月16日に行われま

した。

　今年は残念ながら、

台風４号の影響で飾り

付けが遅れてしまい、

１日順延。しかし、今

年も正面はＮＨＫ大河

ドラマ「風林火山」、

裏面は「ミッキー＆ミ

ニー」をそれぞれテー

マにした人形が、訪れた人たちの目を引いていました。

　老良の山笠は、老良神社でお払いをした後、神社横の広場

で数回山車を回転させてから開始されます。威勢のいいかけ

声と共に引かれていく山車は、山笠を楽しむ地元の人たちに

とって自慢であり、愛されています。

　７月９日、峯清太さ

ん（今古賀）にＪＲ九

州から感謝状が贈られ

ました。峯さんは、

「サービス・フォア・

ピース」という団体名

で、平成12年10月から

月に１回、１時間程度

ＪＲ折尾駅前の清掃を

ボランティアで行って

きました。

　峯さんに感想を聞く

と「今回感謝状の知らせを聞いて、感無量でした。ボラン

ティアに協力してくれる皆さんも喜んでいました。７年前

に清掃を始めたころは、本当によごれがひどかったです。

でも、活動を続けているうちに、タクシーの運転手の皆さ

んが清掃活動を始めたり、駅を利用するお客さんたちに『あ

りがとう』と声をかけられてりして、私たち自身も励まさ

れました。ボランティア精神からは、物事の良い悪いをは

っきり教えられます。私も、日々反省して、自分自信の成

長をチェックしています」と笑顔で話してくれました。

　これからもボランティア活動をがんばってください。

　５月25日、植村隆雄

さん（芙蓉）に、人権擁

護委員としての長年の

活動が評価され「全国

人権擁護委員連合会長

表彰」が贈られました。

　人権擁護委員は法務

局からの委嘱を受け、

住民の皆さんの基本的

人権が、侵犯されない

よう監視しています。

もし、基本的人権が侵

犯された場合には、救済のために速やかに適切な処置をとる

だけでなく、人権を尊重する思想の普及高揚に努めるため、

地域に密着した活動をしています。

　植村さんは、「差別や偏見を無くしていくには、粘り強く啓

発や教育を進めていくことが大切です。今回の受賞を機に、

今まで以上に一翼を担っていければと思っています」と、今

後の抱負を語ってくれました。

　遠賀町には、植村さんをはじめ、内藤正道さん（遠賀川）と

織田百代さん（中央）の３人の頼もしい人権擁護委員がいます。

もし、人権侵害などでお悩みの場合は、役場人権係までお問

い合わせください。



　７月３日、遠賀地区保護司会の皆さんが、木村町長を訪れ

活動内容の報告などを行いました。

　保護司会の皆さんは、犯罪・非行の防止と更正の援助のた

めに「社会を明るくする運動」などの運動を行っています。

　犯罪や非行を無くすためにも、地域が一体になって子ども

たちを見守り、人と人のつながりを大切にしましょう。

　７月２日、７月の同和問題啓発強調月間に合わせて、遠賀

川駅、ルミエール、ゆめタウンの３か所で、遠賀町人権・同

和教育推進協議会の皆さんが、街頭啓発を行いました。

　私たちの周りには、まだまだ様々な差別が残っています。

差別の無い世の中を作るためにも、私たち一人ひとりが思い

やりの心を大切にしなければなりません。

　６月21日、島門小学校の５年生の児童が、田植え体験授業

を行いました。

　初めて田植えを行う児童がほとんどで、田んぼに入ると「ヌ

ルヌルして気持ち悪い」「足がはまってうまく歩けない」な

ど、あちこちから悲鳴が聞こえてきます。しかし、いざ田植

えを始めると、初めはてこずっていた児童でしたが、だんだ

んと手つきも様になってきて、次々と稲を植えていました。

　今回植えたのは、もち米で収穫後はみんなでもちつきをし

て食べるそうです。秋の収穫が待ち遠しいですね。

　６月30日、遠賀町立図書館で「くわえ・ぱぺっとステージ」

の人形劇が行われました。「くわえ・ぱぺっとステージ」は京

都の人形劇団で、かわいらしい人形を使った音楽人形劇を、

全国各地で公演しています。

　この日は、「ぷぷいのぷい」と「ふくろうぼうや月夜のぼう

けん」の２作品が上演されました。会場に訪れた幼児たちは、

人形たちの動きに大喜び。会場は、笑い声に包まれていました。

　上演が終了すると、会場のあちこちに「面白かった」という

声と、幼児たちの笑顔があふれていましたよ。



　７月８日、遠賀コミュニティーセンターで「遠賀町女性防

火・防災クラブ設立総会」が行われました。

　この「遠賀町女性防火・防災クラブ」は、様々な災害に対

しての予防や初動対応などを学び、女性だからこそできる活

動を通して、安全な地域づくりを目指すために設立されまし

た。会員も130人を超え、着実に増えてきています。

　この日も総会終了後には、合志幸徳さん（遠賀郡消防本部

消防長）から、「地域防災と女性防火クラブの活動について」

の講義を熱心に受けていました。

　地域の安全を守るためにも、一緒に活動してみませんか？

　７月19日、遠賀町中央公民館で同和問題強調月間人権講演

会が行われました。今年は落語家の立川笑志さんを講師に招

き、「落語家修業～おのれをわきまえる～」の演題で講演を

行いました。

　この日披露された落語は、「茶の湯」と「井戸の茶碗」。

落語を通して、人のことを考えずに相手に無理強いさせては

いけないことと、自分の立場をわきまえて行動することの大

切さを、それぞれ伝えていました。

　会場は終始笑いに包まれ、楽しい落語の人権講演会に皆さ

ん満足していました。

　夏休み最初の土曜日の７月21日、遠賀町中央公民館で「親

子料理教室」が行われました。当日は、親子だけでなく学童

教室の生徒など９組の参加者が、「キャロットライス」「チ

キンナゲット」「春雨スープ」「オレンジゼリー」の４品を

作りました。

　初めて料理をする児童もいましたが、保護者や食進会の皆

さんから指導を受けながらみんな一生懸命。試食後の感想も

もちろん「自分で作った料理はおいしい」でした。

　夏休みもまだまだ始まったばかり。今回参加できなかった

児童のみんなも料理に挑戦してはいかがですか。

　７月３日に行われた「わんぱく教室」では、ちょっと早め

の七夕まつりが行われました。

　遠賀コミュニティーセンターに集まった幼児たちは、新聞

紙で笹を作ると、まずは輪投げ遊び。保護者の皆さんと楽し

く遊んでいました。

　次は願い事を書いた短冊や、様々な飾りの取り付けを行い

ます。幼児たちは、思い思いの願い事や絵を短冊に書いて、

新聞紙の笹に結び付けていました。

　みんなが一生懸命作った七夕飾り、願い事もきっとかなえ

てくれますよ。



天
野
　
玲
子
選
　

チ
ー
ズ
と
う
吾
の
か
け
声
に
友
笑
い

同
期
の
写
真
の
最
後
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
国
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
す
れ
ち
が
う
我
笑
み
た
れ
ば

ヤ
ッ
と
答
う
る
外
国
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
淑
子

い
ろ
い
ろ
な
事
は
あ
れ
ど
も
あ
た
た
か
き

部
屋
に
眠
れ
る
平
安
の
夜
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
通
ヨ
シ
ノ

池
田
　
幸
利
選
　

代
掻
の
影
濃
く
引
け
る
入
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
美
保
子

水
色
に
し
あ
げ
て
を
り
ぬ
水
す
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
賀
　
恵
子

紫
の
色
に
溺
る
る
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
冨
　
盈
子

岸
原
　
清
行
選
　

ひ
と
こ
と
に
心
解
れ
て
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
倉
真
理
子

黒
百
合
の
叫
び
届
か
ぬ
国
後
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
井
　
公
子

紫
陽
花
や
古
り
た
る
家
に
灯
の
点
る

花
田
　
京
次

あ
ま

の
　
　
　
れ
い

こ

あ

い
け

だ
　
　
　
ゆ
き
と
し

き
し
は
ら
　
　

き
よ
ゆ
き

う
え
　

の

と
し
こ

い
り
ひ

よ
　
よ

お
ぼ

し
ょ
う
ぶ
え
ん

ほ
ぐ

ね
　
む

く

ろ

ゆ

り

さ
け

く
な
し
り
と
う

ふ
じ
さ
わ

う
え
み
ち

く
に
　

こ

む
ろ
い

き
み
こ

は
な
だ

き
ょ
う
じ

あ

じ

さ

い

ふ

ひ

と
も

い
り
く
ら

ま

り

こ

は
っ
と
り

み
　
ほ
　
こ

あ
し
が
　
　
け
い
こ

な
が
と
み
　
　
え
い
こ



　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
朝
か
ら
日
が
暮
れ

る
ま
で
遊
べ
る
夏
休
み
が
、
夢
の
よ
う

で
大
変
楽
し
み
で
し
た
。

　
し
か
し
、
小
学
５
年
生
か
６
年
生
の

夏
休
み
前
に
、
わ
ん
ぱ
く
坊
主
だ
っ
た

私
と
も
う
一
人
の
親
友
が
校
長
先
生
に

呼
ば
れ
、
「
君
た
ち
は
、
日
ご
ろ
か
ら

落
ち
着
き
が
無
い
の
で
夏
休
み
の
間
、

午
前
中
毎
日
学
校
に
来
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
毎
日
遊
ぶ

夢
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
、
夢
も
希
望
も

無
く
な
り
泣
き
た
い
く
ら
い
で
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
り
、
学
校
へ
行
く
と
『
昆

虫
ク
ラ
ブ
（
昆
虫
採
集
）
』
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
面
白
く
な
く

ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
だ
い

に
諦
め
が
興
味
に
変
わ
り
、
図
鑑
を
調

べ
る
こ
と
も
苦
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
盆
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
校

長
先
生
か
ら
「
よ
く
辛
抱
し
た
」
と
ほ

め
ら
れ
、
手
元
に
完
成
し
た
宿
題
を
残

し
『
昆
虫
ク
ラ
ブ
』
は
解
散
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
校
長
先
生
も
毎
日
私

た
ち
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
「
大
変
だ

っ
た
だ
ろ
う
な
ー
」
っ
て
思
い
ま
す
。

　
今
で
も
毎
年
夏
休
み
の
季
節
が
来
る

と
、
『
昆
虫
ク
ラ
ブ
』
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
　
　

ー 

木
村
　
隆
治

おはなし会
●と　き　毎週土曜日　午後２時30分～

●ところ　お話の部屋

※読書ボランティアの人や図書館員がお話をします。

【利用カードの登録について】
●対　象　遠賀町に在住・在学・在勤の人（年齢は問いません）
※広域エリアの人も利用できますので、詳しくはお問い合わ
　せください。
●費　用　無料
●持ってくるもの
　名前と現住所が確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）



　
６
月
24
日
と
７
月
１
日
の
二
日
間
、
芦
屋
総
合

体
育
館
（
芦
屋
町
大
字
芦
屋
）
で
福
岡
県
内
の
24

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
、「
第
27
回
サ
ン

ト
リ
ー
カ
ッ
プ
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
」
で
、「
島
門
ジ
ュ
ニ
ア
」
が
見
事
準
優
勝
し

ま
し
た
。

　「
島
門
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
、
こ
の
大
会
で
準
優
勝

し
た
こ
と
で
、
九
州
大
会
へ
の
キ
ッ
プ
を
見
事
手

に
し
ま
し
た
。

　
今
年
が
最
後
の
出
場
に
な
る
６
年
生
４
人
に
、

次
の
九
州
大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を
聞
く
と
、

「
６
年
生
最
後
の
大
会
な
の
で
、
悔
い
の
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
（
古
川
雄
也
君
）
、

「
悔
い
の
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
、
勝
っ
て
も
負

け
て
も
喜
べ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」

（
中
川
弘
喜
君
）
、
「
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
を

真
剣
に
し
て
、
九
州
大
会
で
優
勝
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
（
大
沢
健
太
郎
君
）
、

「
県
大
会
は
決
勝
で
負
け
て
し
ま
っ
て
、
悔
い

が
残
っ
た
の
で
、
九
州
大
会
で
は
悔
い
が
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
（
　
巣
庄
平
君
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
取
材
に
訪
れ
た
時
も
、
威
勢
の
い
い
声
を
出

し
な
が
ら
、
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
し
て
い
た

「
島
門
ジ
ュ
ニ
ア
」
。
８
月
17
日
か
ら
福
岡
で

行
わ
れ
る
九
州
大
会
で
も
、
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

遠
賀
町
卓
球
大
会
結
果
報
告

　
６
月
10
日
、
広
渡
小
学
校
体
育
館
で
56
人
が

参
加
し
て
、
遠
賀
町
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
団
体
の
部

　
優
勝

　
萩
尾
　
修
身
、
山
方
　
重
男
、
水
口
　
佳
織

■
個
人
の
部

　
▽
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級

　
　
優
勝

　
　
河
内
　
勇
夫
、
林
　
和
美

　
▽
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級

　
　
優
勝

　
　
堀
田
　
真
紀
子
、
原
田
　

子

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級

　
　
優
勝
　
河
内
　
勇
夫

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級

　
　
優
勝
　
田
中
　
幸
二
郎

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
Ｃ
級

　
　
優
勝
　
角
井
　
啓
三

第
25
回
遠
賀
町
オ
ー
プ
ン

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
結
果
報
告

　
７
月
１
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場

で
、
１
８
６
人
が
参
加
し
て
遠
賀
町
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■ 

個
人
の
部

　
▽
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
優
勝

　
　
舛
添
　
望
、
伊
豆
　
芙
沙
子

　
９
月
か
ら
開
講
す
る
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

●
講
座
名
・
と
き

　
▽
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
教
室

　
　
高
齢
の
人
に
も
無
理
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
健

　
　
康
づ
く
り
を
行
い
ま
す

　
　
毎
週
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
▽
ヨ
ー
ガ
教
室
（
一
般
向
）

　
　
呼
吸
法
・
体
操
・
瞑
想
を
組
み
合
わ
せ
て
、
体

　
　
内
浄
化
と
脂
肪
燃
焼
を
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

　
　
れ
た
美
し
い
体
内
環
境
を
作
り
ま
す

　
　
毎
週
金
曜
日

　
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
▽
は
じ
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
講
座

　
　
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
の
講
師
に
よ
る
美
し
い
ハ
ン
グ

　
　
ル
の
習
得
を
目
指
し
ま
す

※
簡
単
な
会
話
か
ら
読
み
書
き
ま
で
を
マ
ス
タ
ー
す

　
る
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス
で
す
。

　
　
毎
週
土
曜
日

　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里

●
受
講
期
間
　
９
月
〜
平
成
20
年
３
月

●
費
用
　
各
２，
０
０
０
円
／
月

※
ハ
ン
グ
ル
講
座
は
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

●
そ
の
他

　
各
講
座
と
も
、
参
加
者
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合

　
は
、
開
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
９
３
）
２
０
３
０



　詳しい内容は、直接お問い合わせください。

●と　き

　10月14日（日）

●ところ

　水巻中学校（水巻町中央）

●採用人数

　消防士　７人

●給　与

　高校卒　１４８，０００円程度

●受験資格

　次の条件をすべて満たす人

　▽昭和58年４月２日から、平成２年４月１日までに生ま

　　れた人で、日本国籍を有する人

　▽地方公務員法第16条に該当しない人

　▽消防士として職務遂行に必要な身体的条件を有する人

●受付期間

　８月24日（金）～９月７日（金）

　午前８時30分～午後５時15分

※土・日曜日を除きます。

●申込書の配布場所

　遠賀郡消防本部・署、遠賀郡消防署芦屋分署、遠賀郡消

　防署岡垣出張所、遠賀･中間地域広域行政事務組合総務課

●問い合わせ

　遠賀郡消防本部総務課　☎（２９３）８１２３

　子育てに理解のある求人企業内で、数日間の実習
を実施し、その後面接へとすすむ仕組みで就職を支
援します。
●と　き　８月から平成20年２月までのうち数日間
※随時実施します。
●対　象　次の全てを満たす人
　▽福岡県に住んでいる18歳以下の子を養育中の人
　▽正規雇用中でない人
●定　員　200人（先着順）
※募集は12月までです。
●その他
　▽実習中は無給です
　▽実習後の採否は面接結果によります
●申し込み方法
　労働福祉事務所などに置いてある申込書を提出し
てください
※申込書は県ホームページ（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/）
　からもダウンロードできます。
●申し込み・問い合わせ
　〒８０３－０８１３
　北九州市小倉北区城内７－８小倉総合庁舎３階
　北九州労働福祉事務所
　☎０９３（５７１）６４４０
　FAX０９３（５９２）８５０５

●と　き　９月23日（日）
●対　象
【中級試験】（行政事務、学校事務、警察事務、栄養士）
　昭和57年４月２日から昭和63年４月１日までに生ま
　れた人
※栄養士については、栄養士の免許を有する人また
　は平成20年５月までに免許を取得する見込みの人
【初級試験】（一般事務、学校事務、警察事務、土木、林業）
　昭和59年４月２日から平成２年４月１日までに生ま
　れた人
※大学での在学期間が、２年を超える人を除きます。
●受付期間　
　８月13日（月）～24日（金）（当日消印有効）
　午前８時30分～午後５時（土・日曜日を除く）
※インターネットでの受付は８月21日（火）までです。
●申し込み・問い合わせ
　〒812-8577
　福岡市博多区東公園７番７号
　福岡県人事委員会事務局任用課
　☎０９２（６４３）３９５６
　http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

　女性労働者の職業意識の向上と能力開発の促進を
図り、雇用の様々な分野で活躍、またはより責任の
ある職務を遂行できる女性労働者を育成するために
開催します。
●と　き
　▽文章力向上　ライティング編
　　８月24日（金）午後１時30分～5時30分　　
　▽対人能力向上　会話編
　　８月29日（水）午後１時30分～５時30分
●ところ
　男女共同参画センター“ムーブ”（小倉北区大手町）
●対　象　働いている女性
●定　員　各回約20人（先着順）
●費　用　無料
●その他
　生後６か月から就業前までの託児があります
※費用は、１人３００円です。
※開催１週間前までに予約をしてください。
●申し込み方法
　電話で申し込みください
●申し込み・問い合わせ
　福岡県北九州労働福祉事務所
　☎０９３（５９２）３５０７



文
化
祭
日
程
（
予
定
）

﹇
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
﹈

　
▽
11
月
２
日
（
金
）

　
　
式
典
・
社
交
ダ
ン
ス

※
一
般
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
▽
11
月
３
日
（
祝
）

　
　
町
民
の
つ
ど
い
（
レ
ク
ダ
ン
ス
、

　
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

　
　
コ
ー
ラ
ス
、
演
劇
な
ど
）

　
　
青
少
年
の
主
張
大
会

　
▽
11
月
４
日
（
日
）

　
　
芸
能
ま
つ
り
（
踊
り
、
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　岩石採取に伴う災害の防止に関して必要な知識と技能につ

いての試験です。

●と　き　10月12日（金）

　　　　　午前10時～正午

●ところ

　吉塚合同庁舎（博多区吉塚本町）

●費　用　８，０００円

●願書の配布期間

　８月13日（月）～９月７日（金）

※願書は、福岡県商工部工業保安課（博多区東公園）で配布

　しています。

●受付期間

　８月20日（月）～９月14日（金）

●問い合わせ

　福岡県商工部工業保安課

　☎０９２（６４３）３４３８

●と　き　11月11日（日）

●ところ　福岡工業大学（東区和白東）

●試験案内と受験願書の配布方法

［郵送配布］

　▽締め切り　８月31日（金）（必着）

　▽申し込み方法

　　封筒の表に「願書請求」と朱書きし、140円切手を貼っ

　　たあて先明記の返信用封筒（角２号）を同封して申し込

　　みください

［窓口配布］

　▽配布終了日　９月７日（金）

　▽配布窓口

　　福岡県庁、各地区県民情報センター（北九州・筑後・筑豊・

　　京築）、福岡県行政書士会

［インターネット］

　（財）行政書士試験研究センターホームページ

　（http://gyosei-shiken.or.jp）に掲載しています

●締め切り　９月７日（金）

※インターネットでの締め切りは、９月４日（火）の午後５時

　までです。

●申し込み・問い合わせ

　〒１００－８７７９　東京中央郵便局留

　（財）行政書士試験研究センター

　☎０３（５２５１）５６００

※問い合わせは、福岡県地方課行政係（☎０９２（６５１）

　１１１１）でも受け付けています。

　詳しくは、直接お問い合わせください。

●と　き　９月３日（月）～10月31日（水）

※期間中、北九州市など５会場で、順次開催します。

●対　象

　危険物取扱者免状を受け、危険物の取扱業に従事している

　人で、次の条件のいずれかを満たす人

　▽前回講習を受けた日から３年以内の人

　▽新規または再び業務に従事することになった日から１年

　　以内の人

　▽新規または再び業務に従事する人で、過去２年以内に免

　　状の交付または受講して３年以内の人

●その他

　講習案内書と受講申請書は、遠賀郡消防本部予防課で配布

　しています

※数に限りがあります。

●問い合わせ

　遠賀郡消防本部予防課

　☎（２９３）８１２５

　潰瘍性大腸炎は、特定疾患の中でも患者数が多い病気です。

今回、基本的な内容を中心とした講演と、個別の相談の機会

を設けました。個別相談は、できるだけ患者さん本人にも参

加してもらえればと思っています。

●と　き　９月３日（月）

　　　　　午後２時～４時30分

※受付は、午後１時30分からです。

●ところ　遠賀保健福祉環境事務所（水巻町吉田西）

●内　容

　▽講演

　　講師　櫻井俊弘さん（町立芦屋中央病院　院長）

　▽個別相談

　　１人10～15分程度を予定しています

●対　象

　潰瘍性大腸炎で治療中の人とその家族

●費　用　無料

●定　員

　▽講　　演　40人（先着順）

　▽個別相談　８人（先着順）

●締め切り　８月20日（月）

●申込み方法

　電話またはＦＡＸで申し込みください

●申し込み・問い合わせ

　遠賀保健福祉環境事務所健康対策課

　☎０９３（２０１）４１６４

　FAX０９３（２０１）７４１７



　詳しい内容は、直接お問い合わせください。

●と　き　９月26日（水）～12月13日（木）

　　　　　午前９時～午後５時

※期間中に、23日間講習があります。

●ところ

　（社）北九州市シルバー人材センター　西部支所

　（戸畑区中原西）

●対　象　60歳から69歳までの仕事を探している人

※雇用就業中の人、過去１年間に当連合会の講習会を受講

　した人は除きます。

●定　員　30人

※申し込み多数の場合は、抽選です。

●費　用　無料

※テキスト代は無料ですが、実技費用で一部負担があります。

●締め切り

　９月13日（木）（必着）

●申し込み・問い合わせ

　福岡県シルバー人材センター連合会

　☎０９２（４１４）０２８７

　薬物乱用問題に対する認識を高め、他人事ではな
く自らの問題として意識してもらう機会にするため、
広く県民から薬物乱用防止啓発ポスターを募集します。
●対　象
　▽県内に住んでいる人
　▽県内の学校、企業などに通学・通勤している人
●テーマ
　▽薬物乱用の未然防止を訴えるもの
　▽社会環境から薬物乱用の撲滅を訴えるもの
　▽薬物乱用の恐ろしさと乱用による弊害を訴える
　　もの
●申し込み期間
　８月13日（月）～９月７日（金）（当日消印有効）
●申し込み方法
　▽応募点数は１人１点とし、未発表のものに限り
　　ます
　▽用紙の規格は４つ切り、またはB３判（いずれ
　　の場合も約38cm×54cmのもの）、紙質は画用紙
　　またはケント紙に類するものとし、色彩は自由
　　とします（コンピューターグラフィックスで作
　　成し、プリントした作品を含む）
　▽作品の裏面に住所、氏名、年齢、電話番号を明
　　記してください
※学生については、学校名、学年、組も記入してく
　ださい。
●申し込み・問い合わせ
　遠賀保健福祉環境事務所総務企画課企画指導係　
　☎０９３（２０１）４１６１

●と　き　８月28日（火）、29日（水）
　　　　　午前９時30分～午後４時
※受付は、午前９時からです。
※講座への参加は、どちらか1日でも構いません。
●ところ　北九州市立もじ少年自然の家
　　　　　（門司区喜多久）
●内　容　クラスの人間関係つくりのためのプログ
　　　　　ラム
●対　象　小・中学校の先生
●定　員　30人
※申し込み多数の場合は、抽選になります。
●費　用　無料
※障害保険への加入が必要な人は、保険料として　
　１００円必要です。
●その他　昼食は各自持参してください
●申し込み期間
　８月３日（金）～20日（月）
●申し込み方法
　往復はがきに、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
　電話番号を記入して「先生のための子どもなかま
　つくり講座」係まで申し込みください
※返信欄を記入してください。
●申し込み・問い合わせ
　〒８０１－０８１２
　北九州市門司区大字喜多久784－１
　もじ少年自然の家
　☎０９３（３４１）１１２８

　家に眠っている壊

れたおもちゃはあり

ませんか？

　大切なおもちゃの

修理を行う「おもち

ゃ病院」を開催します。

●と　き

　８月26日（日）、10月28日（日）、12月23日（日）

　平成20年３月23日（日）

※時間はいずれも午前10時から午後４時までです。

※受付は午後３時までです。

●ところ　遠賀町立図書館

●費　用　無料

※修理内容によっては費用がかかる場合があります。

●その他

　浮き輪など命にかかわるものや危険なもの、骨董価値の

　あるものなどは修理できません

●問い合わせ　民生児童係



　ニートの若者の自立に向けた取り組みを支援するための

窓口を設け、カウンセラーや臨床心理士が相談を受けてい

ます。

●とき・ところ

［福岡地区］

　毎週日曜日　午前10時～午後５時　

　エルガーラオフィス（中央区天神）

［北九州地区］

　第１・第３土曜日　午前10時～午後５時

　AIMビル２階　若者ワークプラザ北九州（小倉北区浅野）

●対　象　

　15歳から34歳までの無職の人、またはその保護者

●その他

　事前に予約が必要です

●相談予約・問い合わせ

　福岡県若者サポートステーション事務局

　☎０９２（７３９）３４０５

　悪質な訪問販売などによる被害、成年後見制度の利用方

法など、ひとりで悩まず、まずはお気軽にご相談ください。

●と　き　９月８日（土）午前10時～午後４時

●ところ　

　▽水巻いきいきほーる（水巻町頃末南）

　▽福岡県司法書士会北九州支部（小倉北区田町）

●内　容　面接相談　

※予約した人を優先します。

●費　用　無料

●予約受付

　▽受付期間

　　８月16日（木）～９月７日（金）

　　午前９時～午後４時

※土曜、日曜を除きます。

　▽予約受付番号

　　☎０９３（５７１）８４４５

●問い合わせ

　福岡県司法書士会事務局

　☎０９２（７１４）３７２１

　福岡県若年者しごとサポートセンターでは、就職に

関する相談窓口を設置しています。

　「仕事に就きたいけれど何をしたらいいのかわから

ない」「一人で就職活動をするのは不安」「応募書類

の書き方がわからない」など、様々な相談にキャリア

コンサルタントがこたえます。

●対　象　35歳未満の人

●費　用　無料

【福岡県若年者しごとサポートセンター　福岡センター】

●と　き

［月曜～金曜日］

　午前９時30分～午後7時

［土日、祝日］

　午前10時～午後５時

●ところ

　エルガーラオフィス（中央区天神）

●問い合わせ

　☎０９２（７２０）８８３０

【福岡県若年者しごとサポートセンター　北九州ブランチ】

●と　き

　午前10時～午後６時

※日曜、祝日はお休みです。

●ところ

　AIMビル２階　若者ワークプラザ北九州

　（小倉北区浅野）

●問い合わせ

　☎０９３（５３１）４５１０

　この共済は北九州市民共済生活協同組合が実施し

ている交通共済で、皆さんで掛金を出し合い、交通事

故にあったときに役立てもらう、助け合いの精神を基

本にした共済制度です（すでに加入している人には、

区長さん、組長さんを通じて更新のお知らせをしてい

ます）。

●加入できる人（10月１日現在）

　遠賀町に住んでいるか、働いている人

●出資金

　出資金１００円は、町が補助します

●掛金

　１口５００円で、最大２口まで加入できます

※満70歳以上の人の１口分補助は廃止になりました。

●共済期間　毎年10月１日から１年間

●締め切り　９月30日（日）

●対象になる交通事故

　日本国内での、一般の交通道路などで、自動車、自転

　車、電車、船舶などにより負傷または死亡した場合

※会社、工場、駐車場など交通のためではない場所で

　の災害は対象になりません。

●共済金

　７日以上の入院もしくは通院で等級を決定します

　（例）１口加入の場合

　　▽７～29日間の通院の場合　　最大１７，０００円

　　▽15～29日間の入通院の場合　最大２５，０００円

●問い合わせ　庶務係



　昨年に引き続き、ニュージー

ランドの中学生が遠賀町にやっ

て来ます。身近なところからの

国際交流、いっしょに進めて行

きませんか。

●滞在期間（予定）

　９月27日（木）～10月６日（土）

●内　容

　▽通訳ボランティア

　▽いろいろな活動のお手伝いなど

※年齢、性別、経験は問いません。

●締め切り

　８月31日（金）

●申し込み・問い合わせ

　学校教育課



●募集住宅

　県内に所在する県営住宅

※募集対象団地や募集戸数など、詳細については募集案内書

　をご覧ください。

●募集案内書配布期間および申し込み受付期間

　９月３日（月）～11日（火）（当日消印有効）

※申し込み手数料は無料です。

●募集案内書配布場所

　県住宅供給公社、各地区の公社管理事務所（北九州・筑後・

　筑豊）および各出張所（行橋・大牟田・直方・田川）、県

　住宅管理課、県内の各市（区）役所、町村役場、各地区県

　民情報コーナー（北九州・筑後・筑豊・京築）ほか

●問い合わせ

　県住宅供給公社県営住宅管理部

　☎０９２（７１３）１６８３
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（
も
り
）

　平成４年度の開始から、15回を重ねてきた「65歳の聖人式」

は、今年度から介護予防事業「65歳の健康教室(仮称)」に変

わり、12月２日（日）に開催します！

　対象者は、「聖人式」と同様、今年度65歳になる皆さん

です。内容については現在検討中ですが、65歳という人生

の節目に、同じ年の皆さんが、健康で明るい生活を送るた

めの参考になるような企画を考えています。

　今年度65歳になる皆さんには、それぞれに案内しますので、

奮って参加してください。

●問い合わせ　高齢・障害者係

　ＮＰＯをもっと身近に感じてもらうためのワークショッ

プ型講演会を開催します。

●と　き　９月１日（土）午後１時～５時

●ところ　なかまハーモニーホール（中間市蓮花寺）

●対　象　ＮＰＯと行政との協働に興味のある人

●講　師

　竹内　裕二さん

　（ＮＰＯ法人まちのカルシウム工房　理事長）

●問い合わせ

　福岡県ＮＰＯ・ボランティアセンター

　☎０９２（６３１）４４１１

　ワード中級講座を開催します。表やイラスト入りの文書

を作ってみましょう。

●と　き

　９月４日（火）から20日（木）までの毎週火・木曜日

　午後７時～午後９時

●ところ　ふれあいの里センター

●対　象

　町内在住・在勤の18歳以上の人で、ワードの基本操作（文

　字入力・書式設定・表作成など）ができる人

●定員　18人

※希望者多数の場合は抽選になります。

●内　容

　文字入力の復習・イラストや表を挿入した文書の作成

●費　用　１，５００円　（テキスト代含む）

●締め切り　８月24日（金）（必着）

●申し込み方法

　往復はがきで申し込みください

※往信用はがきの裏には、郵便番号、住所、氏名（フリガ

　ナ）、年齢、電話番号および『パソコン教室受講希望』

　と朱書してください。

※返信用はがきには、必ず表に住所、氏名、郵便番号を記

　入してください。

●申し込み・問い合わせ

　〒８１１－４３９２

　遠賀町大字今古賀５１３番地

　遠賀町中央公民館事務室　☎（２９３）１３５５


